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図1　2020−2025年の明るい星の星食期間（太線）

2023 λ Aqr(3.84)
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図2   2020年2月11日(火)夕刻 金星による6.9等星の掩蔽
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図3  (925) Alphonsina (2019年8月11日) の食　観測結果

[X  km]

[Y
  k

m
] 潜入

出現

（敬称略）

(時刻はJ.S.T)

●観測点 
JOINによる

P
re

st
on
予
報
中
心
経
路

0.02"

DAMIT Model 301

(経路上の目盛りは5秒ごと)

石
田
正
行

20
h3

9m
35

s

20
h3

9m
15

s

井
狩
康
一

井
田
三
良

(面積等価直径 62.8km)

山
村
秀
人

  永
田
利
博

川
喜
田

 彰

Akari直径 62.6km

浅
井

 晃

短破線は曇りほか

伊
藤
敏
彦

・

小
和
田

 稔



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4  (925) Alphonsina 2019年8月 11日 11h39m20s UT   DAMIT Model 301 (λ=294 ﾟ、β=41 ﾟ) 
P= 23 ﾟ、βe＝－36 ﾟ、λe＝151 ﾟ、Scale Factor 1: 1、ｋ= 0.981、B=263.7 ﾟ 
 
λとβはこのモデルの自転軸方位の黄経・黄緯(J2000)、P は自転軸の位置角(当夜の値、以下同)、βe、
λe は地球を天頂に見る小惑星上の緯度・経度( (西経を正)、ScaleFacter は整約図のスケールを基準に

したモデルの大きさの適合倍率比(校正値)、k と B はそれぞれ小惑星の輝面比と明縁方向角の意味。 
 



図 5  (925) Alphonsina  2003 年 12 月 15 日 15h59m12s UT  DAMIT Model 301 (λ=294、β=41) 
P= 330 ﾟ、βe＝ 21 ﾟ、λe＝－66 ﾟ、Scale Factor 1: 1、ｋ= 0.995、B=351 ﾟ 
 
λとβはこのモデルの自転軸方位の黄経・黄緯(J2000)、P は自転軸の位置角(当夜の値、以下同)、βe、
λe は地球を天頂に見る小惑星上の緯度・経度(西経を正)、ScaleFacter は整約図のスケールを基準に

したモデルの大きさの適合倍率比(校正値)、k と B はそれぞれ小惑星の輝面比と明縁方向角の意味。 
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図6  (147) Protogeneia (2019年8月25日) の食　観測結果

[X  km]

[Y
  k

m
]

潜入
出現

（敬称略）

(時刻はJ.S.T)

●観測点 
JOINによる

Preston予報中心経路

0.02"

観測弦長

DAMIT Model 557

(経路上の目盛りは5秒ごと)

柏倉 滿・田中志穂

19h15m40s
71.6 km 19h16m00s田中利穂菜・田中秀穂

(Akari直径108.4kmと等価面積)



図7 　2020年 2月　日本を通る主な星食限界線

（斜線をつけた側で星食が見られる）

2月5日 +22゜1031 (8.2等) 24h23m～25m

2月28日 +06゜314 (7.4等) 19h11m～16m

2月12日 +00゜2983 (8.1等) 26h32m～38m
2月12日 +01゜2739 (7.9等) 22h53m～57m

2月27日 +01゜243 (7.6等) 20h37m～38m

2月11日 3 ν Vir ( 4.2等) 22h13m～14m

赤線：南限界（斜線はこの線の上側）

2月7日 192B. Gem (6.3等) 20h54m

2月3日 150B. Tau (6.9等)

2月13日 80 Vir (5.7等)  22h50m～52m

2月
6日

 +22゜
1410 (7.4等

) 18h37m～
57m

2月10日 228B. Leo (6.8等) 24h00m～05m

2月
5日

 +21゜
918 (6.4等

) 19h11m～
14m

2月
14日

 11B. Lib     (7.1等
) 30h10m

 22h00m～14m

2月7日 +22゜1754 (7.1等) 21h02m～04m



図8 　小惑星による主な掩蔽帯経路（S.Preston初期予報）2020年２月
矢印は影の移動方向を示す
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